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令和３年度 投資事業評価調書（継続：再評価〔第 1回〕） 

部課室名 
県土整備部土木局 

河川整備課 
記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

河川整備課長 勝野 真 

 （企画整備班主幹 森野 正之） 
内線 

4408 

（4437） 

事業種目 河川事業 水系名 揖保川水系 

事業目的 

 揖保川水系揖保川圏域において、令和2年1月に策定した河川整備計画に基づき、計画的に河川改修事業を実施し、

地域住民の安全・安心を確保する。 

揖保川水系揖保川圏域河川整備計画における｢計画的に整備を進める区間｣ 

支川 

 区間 延長 整備目標 事業の状況 前回評価年度 

 

① 

前川（市場橋） ― 

戦後最大の被害が発生した昭和５１年９ 
月の洪水と同規模の洪水を安全に流下さ 
せる。 

事業中 評価対象外 

 前川 1.9km 未事業化 ― 

 

② 

林田川 

入野沢田橋～入

野橋 

0.7km 未事業化 ― 

 
林田川 

神岡橋上流 
0.4km 未事業化 ― 

 
林田川 

鳥井橋上流 
0.4km 未事業化 ― 

 
林田川 

新町橋上流 
0.2km 未事業化 ― 

 

林田川 

八幡橋上流～ 

不動橋下流 

1.5km 未事業化 ― 

 ③ 山根川 1.8km 事業中 

H28(2016) 

整備計画 

策定報告 

 

④ 

菅野川 

古木谷橋下流～

市場橋下流 

0.22km 

昭和 51年 9月の洪水と同規模の洪水に対し、 
浸水被害を軽減させる。 

H29(2017)完 評価対象外 

 
菅野川 

木谷橋～市場橋 
0.78km 事業中 

R1(2019) 

新規事業評価 

公共審審査対象外 

 

菅野川 

三田橋～門口橋

上流 

0.68km 未事業化 ― 
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今 回 事 業

評 価 対 象

揖保川水系揖保川圏域 河川整備計画 全体位置図 

凡例 

計画的に整備を

進める区間 

④菅野川 

①前川 

②林田川 

③山根川 

兵庫県管理ダム 揖保川圏域 

行政界 

直轄管理区間 

兵庫県管理区間 
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【山根川】 
事業概要および進捗状況 

 今回評価内容 （ ）：前回評価時点 

工区 事業区間 整備内容 
 

全体事業費 進捗率 残事業費 

完成 

予定 

年度  

山根川 
たつの市龍野町 
末政～たつの市 
龍野町日飼 

築堤・護岸、河床掘
削、橋梁架替4橋、井
堰改築２基等 

事
業
費 

 12億円 

( 12億円) 

58％ 

( 0％) 

 5.0億円 

（ 12億円） 
R8 

 (R8) 
内
用
補 

3.5億円 

(3.5億円) 

100％ 

( 0％) 

  0億円 

( 3.5億円) 

事業を取り巻く 

社会経済情勢等 

の変化 

気候変動の影響により、近年、豪雨災害が頻発化・激甚化していることから、河川改修に対する

地元の要望は強まっている。 

 
【前回評価時点からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 
変更なし。 

進捗状況 

[用地関係] 

 令和2(2020)年度に完了 

[工事関係] 

宮川橋下流までの築堤・護岸（上流井堰付近を除く）、橋梁が令和2年(2020)年までに完了。 

 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び対応方針 

(H28年度策定報告) 

【審査会意見】 

意見なし。 

【対応方針】 

 － 

(1)必要性 
①現況の流下能力は概ね10㎥/s（左岸水路流入点～県管理上流端）であり、計画流量40㎥/s

が確保されていないことから、河川改修を進める必要がある。 

②揖保川水系は、昭和51(1976)年、平成2(1990)年、平成21(2009)年などに発生した洪水によ 

 り、甚大な浸水被害が発生している。また、平成30年7月豪雨など全国で記録的な降雨によ 

 る災害が頻発していることから、河川改修に対する要望も強く、事業の必要性は高い。 

 【過去の主な浸水被害】※揖保川流域全体の被害戸数 

  ・昭和51年台風第17号 〔浸水家屋3,034戸〕 

  ・平成2年台風第19号  〔浸水家屋656戸〕 

  ・平成21年台風第9号  〔浸水家屋528戸〕 

(2)有効性 

・効率性 

 

(事業執行環境) 

① 費用便益比B/C=13.0（河川整備計画における全ての事業による費用便益比） 

② 事業促進に対する地元の協力体制が概ね確保されるとともに関係機関との協議・調整が進

んでおり、事業執行環境は整っている。 

(3)環境適合性 
 動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、河口部から上流部までの縦断的連続性、周辺の

水田などとの横断的連続性を確保、みお筋や瀬・淵が連続する川らしい河川環境の再生と保

全に努める。 

(4)優先性 
河川周辺に人家連担部やこども園、小中学校があり、流下能力不足による大きな浸水被害が 

想定されるため優先的に整備を完了させる。 

再
評
価 

の
結
果 

継続 
左の 

理由 

事業の必要性は事業採択時から変わっておらず、地域住民の安全安心な生活環境を確

保するため、事業を継続する必要がある。 
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山根川 整備概要図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工区 

河川整備計画全体 

H29(2017) 

～ 

R8(2026) 

前回評価まで 
前回評価から 

R3(2021)まで 

今後５年間 

R4(2022) 

～ 

R8(2026) 

山根川 

【事業費＝12 億円】 

・整備延長 L=1,800m 

・整備概要 

 築堤・護岸、河床掘削 

 橋梁架替４橋 

 井堰改築２基 

 ｻｲﾌｫﾝ設置１基 等 

H29(2017)まで 

【事業費＝0億円】 

 

【事業費＝7億円】 

・築堤･護岸 

・橋梁架替４橋 

・ｻｲﾌｫﾝ設置１基 等 

【事業費＝5億円】 

・築堤・護岸 

・井堰改築２基 

・河床掘削 

 流下能力の向上 
事業区間全体で、目標流量を

安全に流下 

 

S51.9台風第17号の浸水範囲

市道橋（撤去のみ） 

宮川2号橋 

農道橋 

小宅小学校 

本龍野駅 

龍野東中学校 

小宅北こども園 宮川橋 

出典：国土地理院ウェブサイト 

日飼6号橋 

上流井堰 

下流井堰 

片山中村橋 

黒 H28(2016)まで

黄 H29(2017)～R3(2021)

赤 R4(2022)以降

緑
河川整備計画において計画的に
整備を進める区間

凡　　例



横断図

事業区間 ： たつの市龍野町末政
～たつの市龍野町日飼

総事業費：１２億円
内用地補償費：３．５億円
事業期間：平成29年（2017）～令和8年（2026）
事業概要 ： 築堤・護岸、河床掘削、

橋梁架替4橋、井堰改築2基等
延 長 ： 1.8km

費用便益比B/C：13.0（河川整備計画における
全ての事業による費用便益比）

事業概要

目 的

戦後最大の被害が発生した昭和５１年９月の洪水と同規模の洪水を安全に
流下させる。

河川事業 一級河川揖保川水系山根川 （継続：再評価〔第1回〕

浸水実績

浸水実績 (平成２年９月台風１９号)

揖保川
林田川

山根川

事業箇所 As

GH=25.36

L= 6.00

GH=25.85

L=14.50

▽H.W.L

1:0.51:0.4

1:
0.
5

1:
0.
4

60
0

10.2m
4.1m

凡例

河川整備計画において計
画的に整備を進める区間

改修済み区間

H29(2017)～R3(2021)

R4(2022)以降

S51.9台風第17号の浸水範囲

出典：国土地理院ウェブサイト

位置図

小宅小学校小宅北こども園

(主)姫路上郡線

龍野東中学校
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事業進捗平面図 現況写真

工程表 ：前回計画
：実施・計画

②暫定完成区間 (片山中村橋付近)

出典：国土地理院ウェブサイト

①暫定完成区間 (小宅小付近)

③残事業区間(末政橋付近) ④残事業区間(下流井堰付近)

凡例

河川整備計画において計
画的に整備を進める区間

改修済み区間

H29(2017)～R3(2021)

R4(2022)以降

日飼6号橋

市道橋（撤去のみ）

宮川2号橋

農道橋

上流井堰

下流井堰

サイフォン

②

①

③

④

河床掘削未了 河床掘削未了

河床掘削未了 井堰改築未了

S51.9台風第17号の浸水範囲

片山中村橋

末政橋

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

用地

橋梁架替4橋

井堰改築2基

サイフォン設置1基

山
根
川

築堤・護岸

河床掘削
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事業の有効性・効率性

（１）費用対効果

①便益（B）の項目

②費用便益比（B/C）算出根拠

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

治水安全度の向上 浸水被害の軽減 ・一般資産被害(家屋、家庭用品、事業所償却資産、農業家償却資産等)
・農産物被害、公共土木施設等被害、営業停止被害、応急対策費用

Ｂ(便益) Ｃ(費用)
Ｂ／Ｃ

便益額 代表的な効果 総費用 事業費 維持管理費

67959.4
(百万円)

計画規模の降雨に対して浸水面
積105ｈａ、浸水1061世帯の解消

5219.5
(百万円)

4697.1
(百万円)

522.4
(百万円) 13.0

１）便益＝「治水事業を実施することによる被害
軽減期待額」を現在価値化

被害額＝一般資産被害＋農作物被害
＋公共土木施設等被害
＋営業停止被害＋応急対策費用

２）費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化

7
※河川整備計画における全ての事業による費用便益比



（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

社会経済活動等
の安定

人的被害の軽減 ○
・浸水区域内の人口2,568人の解消

道路、鉄道等の交通途絶による
波及被害の軽減

○
・（主）姫路上郡線の交通途絶を解消（交通量13,972台/24h)
・JR姫新線の交通途絶の解消（利用者数3,934人/日）

医療・社会福祉施設、防災拠点
施設、文化施設等の被害の軽減

○
・龍野東中学校、小宅小学校、小宅北こども園の浸水の解消

水害廃棄物の発生の軽減 ○
・水害廃棄物530t、処分費用1,484万円の解消

魅力ある河川空間
の創造

多様な生物の生活環境の保全・
再生・創出

○
・環境配慮型のブロックなどを用いた護岸や澪筋を整備するこ
とにより、多様な生物の生活環境への影響を最小限にとどめる

親水空間の整備･景観への配慮 ○
・自然環境の保全・創出に伴う河道内の自然景観の創出

要望状況等

・毎年、西播磨市町長会より改修促進の要望
がある。

参考：事業の変遷

昭和５１年：台風１７号(浸水家屋3,034戸)※
昭和５５年：山根川改修工事着手

(1.8km：林田川合流点～日飼)
平成 ２年：台風１９号(浸水家屋６５６戸)※
平成１０年：事業評価（再評価）
平成１５年：事業評価（再評価）
平成１９年：河川整備基本方針策定
平成２１年：台風第９号(浸水家屋５２８等)※

事業評価（再評価）
平成２５年：整備計画策定中間報告（再評価）
平成２９年：河川整備計画策定
令和 １年：河川整備計画変更
※ 揖保川水系揖保川圏域河川整備計画による
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